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霊長類の個体群動態と社会変動

半谷吾郎　(生態保全分野/社会生態分科)

　個体群動態(人口変動)は、あらゆる生態学的現象の基礎となる重要な現象です。寿命が長く、密度の低い霊長類では、個体群動態のメカニズムを明らかにするためには、大規模で長期の調査が必要となります。そのような貴重な記録が残されている調査地の資料からは、霊長類の個体数は、10年以上の長い時間の間には、大きく変動すること、変動のスケールは大きく、ときには10分の1まで減ってしまうような壊滅的な例もあることが分かってきました。

霊長類の多くは集団生活を送っているので、人口変動は、社会変動を伴います。たとえば、屋久島西部海岸部に生息するニホンザル個体群は、1970年代中ごろには個体群密度が30頭/km2だったのが、1990年には80頭/km2にまで増加していました。これに対応して、1980年代の前半まで、群れの分裂が頻発しました。一方、1980年代後半からは分裂はほとんど観察されなくなり、逆に個体数が次第に減少し、最終的に消滅してしまう群れが現れました。この地域では出産率は大きな群れほど高い傾向があり、小さな群れは群れ間競合によってコドモがほとんど生まれずに、最終的に消滅に至ったものと考えられます。この地域では、群れ間競合という社会的なメカニズムによって、個体群密度の増加が抑制されていたのかもしれません。1980年代前半までの、個体群密度の増加の背景には、狩猟圧からの解放、林道周辺の二次植生の遷移などが考えられますが、残念ながらこれら生息環境の年次変動についての資料は残されておらず、個体群密度の変動を起こした要因が何だったのかは、推測の域を出ません。

宮城県の金華山島では、1982年以来、毎年数回の個体数調査が継続して行われており、10km2あまりの個体群全体の変動が長期にわたって調べられている、世界的に見ても稀有の調査地です。ここでは、1983年の豪雪によって大量死が起こった後、1994年ごろまでは個体数は順調に増加しましたが、その後減少に転じました。これは、シカの採食圧が高くなったことによる植生改変が関連していると考えられますが、植生の年次変動についての資料がないため、推測の域を出ません。

個体群動態と社会変動がなぜ起こるのかを明らかにするには、個体群密度、複数の群れの個体数･分布を長期にわたって調べることに加え、生息環境についてのモニタリングも必要です。わたしたちは、ニホンザルの個体群動態のメカニズムを総合的に明らかにすべく、1998年に屋久島の上部域に新しい調査地を設置して、調査を開始しました。これには、学生ボランティアを募って毎年夏に行われている｢ヤクザル調査隊｣が、中心的な役割を果たしています。

ヤクザル調査隊:　 http://www.realintegrity.net/~yakuzaru/index.htm

